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　　　気圧の単位ヘクトパスカルに変更

一ミリパール，ジオポテソシャルメートル役目を終えるr一

　1．気象業務に使用する単位の変更の概要

　単位のSI（国際単位系）化は国際的趨勢であり，世

界気象機関（WMO）もヘクトパスカルの導入をはじ

め，積極的に取り組んでいる．国内では計量単位のSI

化を進める計量法の改正が行われ，1993年11月1日から

施行される．

　こうした環境にあって，気象庁は気象業務で用いる単

位について特に支障のあるものを除き全面的にSIに移

行することが適当と判断し199年12月1日から実施した．

　これにより，気象情報などに用いられる単位はミリバ

ールからヘクトパスカルに，ジオポテソシャルメートル

はメートルに変更された．これらの変更においては，数

値は全く変わらない．

　なお，マイクロミリバール（μmb：オゾン分圧）など

いくつかの単位は，国際的に使用されているなどの理由

から当面そのまま使用する．

　2．ミリバールからヘクトパスカルヘ

　WMOでは1979年の第8回世界気象会議において気

圧の単位をミリバールからヘクトパスカルに変更するこ

とを決議し，世界的に使用が広がっている．日本国内で

は既に航空気象の分野において，1987年11月19日からヘ

クトパスカルに変更されている．

　パスカル（記号Pa）は，SIで圧力，応力の単位に与

えられている固有の名称で，1Pa＝1Nm－2である．ヘ

クト（h）は102を表す接頭語である．バール（bar，b）

は1b＝105Paで，1mb＝1hPaとなる．

　3．ジオポテンシャルメートルからメートルヘ

　この変更は単なる単位の変更ではなく，ジオポテンシ

ヤルからジオポテンシャル高度へという，高度を表す気

象要素の変更により単位のSI化を図るものである．

　WMOは1991年の第11回世界気象会議でWMO技術
規則にあった．「ジオポテンシャルの単位（unit　of　geo－

potentia1）」の定義を廃止し，新たにrジオポテソシャ

ル高度（geopotential　altitude）」の定義をおくという

改正を決議し吟1992年7月1日に発効することとした．

　今回のWMO採用したジオポテソシャル高度の定義

式は次のとおりである．

HG（Z）一ま119⑫）血

　g、　：標準重力加速度（9．80665ms輔2）

　g（z）：重力加速度（単位ms帰2），幾何学的高度の関数

　　z　：幾何学的高度（単位m）

　HG：ジオポテソシャル高度（単位m）

　従来の（スタソダード）ジオポテソシャルメートル

（記号gpm，m’）の定義との違いは，積分記号の前の分

数の分母が単位を含むか否かだけである．ジオポテソシ

ャル高度は長さの次元を持ち，S工ではメートルとなる．

単位を除いた数値はジオポテンシャルと全く同じであ

る．

　この変更で，気象学におけるジオポテソシャルという

概念が消えてしまったわけではなく，例えば高層気象観

測の指定気圧面の高度の表し方をジオポテンシャル高度

というものに変えたということである．

　　　　　　　　　　　　（気象庁観測部　山本　哲）
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